
 

 

正月気分もないなか、１月２日から先生方は出勤で、一週間は教室清掃や会議が続いた。  
校長先生は先生方の今年の目標をホワイトボードに書き出した。私の目標は「子どもたちの算数能力向
上」と短いが、日本と違って休み時間はないし、学習規律はないし、行事が多いしで算数以前の問題多
し。１０日（金）普段同様、７時に学校の門が開き、全校朝会となった。変わったことといえば、担任
紹介があったこと。昨年同様の学級担任で、４年生担任が新たな教務主任？となり、昨年、産休をとっ
ていた２年生の先生の補欠に入っていた先生が新たに４年生の担任になったこと、事務担当の先生が
幼稚園年中組の先生になり、英語担当の先生が事務に、そして新たに英語教師が入ったことくらい。ア
デントロ財団からの来賓あいさつもなく、淡々と新学期が始まった。２日ほどして、アデントロ財団か
ら大量の学用品が届いた。１年分のようであるが、こんなに支援物資が必要なのかと疑問に思った。 
道徳の学習はないが、各月の目標があり、掲示物を作ったが、掲示は１日だけ？折角作ったのにね！ 

 

 

 

 

 

学校園できゅうりの次に植えていたトウモロコシが見事に実り、それを絞って温かい飲み物アトゥル
にして１月１４日朝、全校朝会時、みんなで飲んだ。自然な味でおいしかった。午後、子どもたちが帰
ってからタマリートス デ エロテ（トウモロコシ粉を練って蒸したもの）を先生方で食べた。学校園
はというと、私が来てからきゅうり、トウモロコシの収穫、そしてスイカとシラントロ（コリアンダー）
の種まきが始まった。暖かいので次々と作物が育つ。 
私は、各学級１時間ずつ算数の計算に特化した授業をするべく、自己紹介マップや算数の具体物を作
り、１月最終週から授業が始まった。レディネステストをするものの、出席番号を覚えていない、最初
に名前を書かない、ひき算なのにたし算をする、文章問題の式を書いたことがない？かけ算はノートの
最後にあるかけ算表を写す等々、現実を知ることとなった。計算はというと、高学年でも指で数えたり、
ノートに棒をいっぱい書いて数えたりしている子もいる。マヤ族は２０進法を使って高度な文明を持
っていたのにスペイン人に侵略されてすべてを失ったのだろうか。この県にはマヤ族がいないので聞
くこともできないが・・・ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
１月２４日首都の JICA 事務所で６か月を過ぎた隊員のスペイン語での活動発表と下旬帰国隊員の活
動報告があり、翌日、JICA 事務所のある Unicentro で１１時から１５時まで日本文化紹介があった。
私は書道担当でグアテマラ人の名前を要望に応じて平仮名、片仮名、漢字のどれかで書いてあげた。そ
のほか、法被を着て記念撮影、日本の遊び紹介もあり盛況だった。１１時から１５時までたくさんの人
が訪れ、「よさこい」はグアテマラ人も楽しそうに踊っていていい日本文化紹介になった。その後、初
めて日本食レストランに連れていってもらったが、味は〇〇〇〇だった。 
授業はというと・・・算数よりもまずは学習訓練。集中することと協力する 
ことをめざしている。また、音楽の授業で協力したり、環境隊員が作ったカル 
タで環境教育にも少しずつ取り組んでいる。 
担任の先生には TT で一緒に授業をしてもらい poco a poco（少しずつ）  
ではあるが、授業改善に努めている。 

 

グアテマラだより 2025.2 月  菅原 美和子（JICA 海外協力隊） 


